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司
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べ
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携
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司
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膨
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選
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独
C
M
、
た
ま

で
分
自
が
徒
生
、
を
ル
キ
ス
な
々
様
る
れ
さ

。
導
指
に
う
よ
る
れ
ら
め
進
ら
が
な
し
認
確

よ
る
け
着
り
ど
た
に
と
こ
い
た
り
知
が
分
自

と
こ
る
す
握
把
を
と
ご
の
も
に
的
系
体
、
う

。
う
行
も
ス
イ
バ
ド
ア
の
て
い
つ
に

　

く
し
新
に
月
２
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Ｃ
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２
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Ｔ
Ｃ
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Ｃ
Ｉ
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激
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。
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を
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篠
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と

。
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青山学院中等部

篠原 基 教諭 三好 文子 教諭 森田 久美子 教諭

図書の貸出返却は図書委員の生徒が担
当する。おすすめの書籍を紹介することも。

多様性を
大切にする
キリスト教に基づき、一人ひとりの人格を育む
教育を行っている青山学院中等部。大学まで
の一貫教育であることを生かした、受験勉強
にとらわれない幅広い学びが特徴だ。今後の
学びの中心となっていくことが期待されるメディ
アセンターについて、図書館司書の森田久美
子教諭、ICT図書委員長の篠原基教諭（国語
科）、三好文子教諭（社会科）に話を聞いた。

「問い続ける学びの場」で
生徒の自由な発想を育て、

サンデー毎日増刊 2019　より転載


